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販売管理における端末アプリケーション
【

-H-94I5VDSの適用を中′むとして

DisplaY TerminalApplication for Sales hlformation SYStem

企‾掛二おける1宅イーi汁算機の中人とその適用は,管増部門が中心であ一-ノたが,イよも成

上ミ‾1‾こ経済に入って以水,介業rま与】の販売競争が激しくなり,これに作って_か1仁】勺では

省力化や省経群が---･f貨と叫ばれ,さ充通部門♂)fナ理化が強く安Jiliされている｢､

本稿では,消費財雪望造販売丁紫(1寸に食■了デー,マ範■枯‾紫界)における服プ己柑性,流通特朋三,

製品特性,生産特惟などを背景に,敗売管王里システムに要請される諸機能について

.論旨を展開し,販売データの柑性からシステムの連用形態と,才㌶i末に要論きれる機
能について述べ,ビデオ データ端末の過月別牛について具体｢小二論ずる｡

l】 緒 言

H反売管理システムは,従来のバッチによるデーータ集話十処理

から､オンライン ネットワークをイ偶成した即時処理,すなわ

ち′妻子主からJl†荷までのトータル化を指IrりLたシステムへと大

きく変化してきている｡このてテ景には,第一一に,箋払与=～-の多様

化に対処し,顧客に対する取引応答や与望L枯送付のスピード化

などのサーービス向上,第‾二に,物流コスト什もi成をねらったご物

流システム化への指向,第 二に､竜イー.il▲駐機関二連枝術のJ即超

的な進歩がある｡このような状況のもとに,ディ スプレイ右端

末の持つ機能が脚光をけ‡び,敗売管理システムにおけるデー

タ エントリー機器として利用されている｡

本稿では,消費財製造販売業における敗完管理システムの

特怖からデータ エントリ【 システムに要1講される機能を明

確にし,販売管理システムへのH-9415ビデオ テ㌧一夕端末シ

ステム(以‾卜,H-9415VDSと略す)の適用性について述べる｡
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l亜 消費財製造販売業の特性

消照射;生理造貝反売業における製品は,メ【カー問ク)塑望品にあ

まり差がない〔〕したがって,在嘩販売部署(特約れ 小売店な

ど)で.T｢.切れが発生することは,他祉製品にとって代わられる

ことになり致命的な機会損一失となる｡また-一一般に多量生成品

で,かつ低価格.枯であることから多量販売により利益を上げ

ることになる｡このため,販売阜那餌では製品の高岡転卒化,

皇牧売領i或グ)メェ域化が要論され販売浣争の激化にますます柏巾

がかけられる.っ

i粁抒貝オ尊皇追放売業の特性を蝶理すると,

(1)告望追付加佃伯が低く､彗払品コストの人半を原材料費が.-1i

♂)るし.

(2)マス プロダクション,マス セール,マス コンシューム

(3)i充通子ャネルは手交雑かつ開放盲充通形態である｡

(4)見込生産方式が主体である｡

表l 企業特性から要求される販売管理システムの機能 消費財製造販売業の特性から.販売管理

システムに要:求される機能を示す｡

1.一姫消費者を対象とした最審品である｡

2.製品の寿命(保存期間)が一般に短い｡

3.製品のライフサイクルは短い｡

4･需要は季節変動,天候変動に左右されやすい｡

5･棚卸資産の減少(在庫保有量の縮小)が要式される
●

1∴充通チャネルは複雑かつ開放流通形態である｡

2.営業所,倉庫は全国的に存在するっ

3.商流と物流は分離化の傾向である仁.

4.商流と物流の速度を上げ顧客サービスの向上と物流シ

ステムの合理化が要求される｡

5.受注先と届先が異なる場合が多い｡

1.見込生産方式が主体である〔､

2.多品種,多量生産方式が中心である｡

3.生産工程が比車的単純である｡

4.製造リード タイムが短い｡

5.製造付加価値は一舟引二倍い｡

1.取引頻度が多く取引当たりの注文量が少ない｡

2.取引条件が画一的でなく複雑である｡

3.出荷寸前まで受注の訂正が多い｡

4,一般消費財であり顧客数が多い｡

5.受注に際して在庫引当てを行なう必要がある｡

6.受注から出荷までのサイクルが短い｡

*[ト工製作所ソフトウエア⊥二_場

●

●

●

品切れによる機会損失の防止

棚卸資産の減少

品質管理の徹底 ●

在庫情報の的確な把握

商流と物流を制御する情報系の流れを常

に商流,物流と同期化させる｡

商流と物流システムを制御する情報シス

テムの処理速度を上げる｡

倉庫,配送作業の効率化

●

製造ロット サイズ,時期の早期決定

製品流通の予軌実績の提供

生産負荷の平滑化 ●

事務作業の迅速◆省力化

顧客情報の的確な把握

販売活動の促進 ●

1,タイムリーな補充発注処壬里

2.不良品の出荷禁止

3.製品在庫の流動的な運用

4.在庫状況の正確な把握

5.受注訂正,取消しに伴う在庫の有効利用

6.品質管理の徹底

1.ロケーション管理による正確,迅速なピッキング

2.物流現場に出荷伝票の出力

3.工場倉庫から地区物流センタヘの自動補給

4.遠隔地の商流拠点に対する情報格差をな〈す｡

5.出荷業務と出荷指示の同期化

1.製造量,製造依頼時期の自動化

2.在庫異常減少に対する出荷規制

3.販売実績,受注残情報の早期提供

1.営業部門に対する最新情報の提供

2.帳票発行の磯城化

3.顧客に対する充実したサービス

4.受注納期管理の自動化
5.受注訂正,取消しに伴う事務の自動化
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(5)取引条件が画･的でなく柁雉である｡

となる｡

販売管〕理システムを論ずるためには,

粕することが必要であl),企業特性から

す｡具体的には企業特件は,製品,流通,

システムの目的を把

この目的を導き出

生産及び販売の川

つの特性から構成されており,各特性について詳細に解明し,

販売管理システムの目的(表1参照)を明確化する｡

田 販売管理システムに要求される機能

消費財峯望造販売業の介紫特性より導き出される販売管坪シ

ステムを具体化する要什となる機能は,次の4‡ぎ享目である｡

(1)受注から出荷までのり-ド タイムの知轟柄

(a) タイムリーな補充発注処理

(b)工場倉庫から地[メニ物流.センタへの自動補給

(C)出荷業務と出_1荷指ホの同期化

(2)顧客サービスのIrり上

(a)顧客に対する充実した情事艮の提供

(b)′受注,納期管群の徹底

(C)品質管王里の徹底

(3)在庫確認,与イ言限度チェックの精度向_1二

(a)在ノ章二快音兄の正確な把捉

(b)遠隔地の物流拠点に対する情報相差をなくす｡

(c)月反売実績,受注残情報の早期把+雀

(4)販売業務(受注･出荷)に要する人員の削i域と作業軽減

(a)ロケーション管理による正確,迅速なピッキング

(b)帳票発行の自動化

(C)受注訂正,収消しにイ半う事務の自動化

入

力

･○受注エントリー

･つ受注残確認
･こ)受注訂正･取消し

出

力

:○受注伝票
C〕受注一覧表

･○受注残リスト
･○受注管理費料

入

力

ニJ入庫･出庫
つ在庫確認
つ引当て停止
つ移庫

出

力

･○在庫切れリスト
○製造･発注依頼書
つ入出庫伝票
○入出庫予定表

･つ在庫管理費料

入

力

コ出荷報告

○返品

出

力

･′_)出荷指図書
･○配送計画表
･⊃配車手配表
くつ運賃計算書
亡J出荷報告書

り送り状

注:C〉は,入出力データの流れ●

図l 販売情報管理システムの構成

5S

消費財整望造販売業では,これらの機能を実⊥呪する販売管理

システムが要請されており､すべて一貫処理化されることが

望ましい｡以上の機能_を企業特性との因果関係としてまとめ

ると表】になる｡

ロ 販売管理システム

4.1販売情報管理システムの概要

販売情報管理システムは,販売業務の機能枚びその管理臼

的に従って′受注管‡里,在庫管王軋 出荷配送管f乱 売猫卜回収管

理,顧客管理及び倉樺管車里のサブシステムから構成される

(図1参耶i)｡ニれらのサブシステムは,互いに関連し受注か

ら出荷までの--一貫処理を行なうシステムである｡消費財製造

販売業では受注活動が企業活動の大半を占め,日々に発生す

る顧客との収引きには種々の取決めを必要とL,慣習的要素

が多分に人l)込んでいるしつ したがって,作業とデータ処手引ま

常に同期化していることが必要である｡ニのような環境で機能

する販売情報管理システムは,顧客及び受益部門に対するサー

ビスが主な什務であり,企業i舌動を支える重安な役照りを果たす｡

4.2 f販売情報の特性

販売管理システムで扱われる情報は,日々の作業の中から

発生する原始データがあり,更に,部門間にまたがる制御,

指令及び仁王達の異ヰ亜の機能:を持つ情報がある｡例えば,原始

データとして仁受注デ【タ,入う号データ及び人J車データが,制

御情報として右三庫ヤJれリスト,出荷規子削が,また指令情報と

して需給調整,例外処三塁制御が,更に,仏達情報とLて出荷

指図,仕入依束乳 業務連絡などがある｡

Lかも､ニれらの情報は,艮反売情報管理システムを中心に

1.受注管理サブシステム 4.顧客管玉里サブシステム

受注内容のチェ ック 得意先･需要家･代理店管理

バック オーダの累積 顧客信 用 度 の 設 定

受注伝票の作成

受注統計の作成

顕客情報メインテナンス

●
2.在庫管理サブシステム 5.倉庫管理サブシステム

在 庫 引 当 て 入 出 庫 業 務

品 質･ロ ット 指 定 庫 腹 状 況 把 握

出 庫 規 制 晶 ぞ ろ え 業 務

積送･入庫予定把撞 在 庫 棚 卸

製造･発注指示

在庫管理資料作硬

荷 役 料 計 算

3.出荷･配送管王里サブシステム 6.売掛回収管理サブシステム

出 荷 日 の 指 定 リ ベ ー

ト 計 算

出 荷 指 図 請 求 業 務

配送エリア･ルート指図 売 掛 入 金 処 理

配 車 手 配

運 賃 計 算

販売統計資料作 成

は,情報の流れ

機能及び管壬里目的により六つのサブシステムで構成される｡

入

力

0棚卸

出

力

つ入出庫指図書
(〕ピッキングリスト

ロ棚卸管理表
0荷役料計算書

○入金
入

力

出

力

二)売上伝票

し二)売上一覧表
こ･入金伝票
｢〕請求書

Lつ領収書
口販売統計賓料
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報
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注:1.顧客との情報
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3.伝達情報

4.指 令情 報

5.制 御 情 報
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組織と情報の関連 企業に右ける5種類の情報の流れを示す｡

組織の広がり(部門の広がり-)に†∴lそって発牛箇所が散在する

(図2参照)｡

また,艮反売情報管理システムにおける情報は,ランダムに

発生し,正確性,迅速性が要求されるとともに部門間にまた

がり褐雉に交錯する｡

このように,性格の違う多種の情報を一一部門で扱うことに

なるため,販売管理システムとして有効に機能させるには,

柔軟′性に富んだ端末機器が要求されてくる｡

4.3 販売管理システムに要求される端末の機能

消費財製造販売業では,多種多量で製品付加価値の低い販

売データを広範岡に設置した端末で取り扱うため,端末二選択

に当たっては高価でないことが前提条件となる｡更に,上端末

機能設定の基本テーマである現場指r‾呂J,業務機能指向という

両面より4.l,4.2で触れたように具体的に次の機能が必要と

なる｡

(1)現場指向

(a)データ発生時点でのダイ レクト人力

(b)柔軟性のあるエントリー方式

(c)非専任者による操作

(d) コンパクトなデザイン

(e)低騒音,低発熱及び高信頼惟

(2)業務機能指向

(a)情報の属性にかなう運用設計

(b)印刷指定の任意選択

(C)見やすい表示

(d)拡大した大きさの文字の印刷出力

これらの機能は,ディスプレイ端末でほぼ満足され得るも

のである｡

次に,ディスプレイ端末の販売管]哩システムへの適用惟と

適用事例について述べる｡

販売管‡引二おける端末アプリケーション139

■l H-94T5VDSの適用･性

ディスプレイ端末としてのH-9415VDS(図3)の見反売管理

システムへの適用性について操作性,経i斉性,環境条件及び

伝送効率面から次に述べる｡

(1)操 作 性

オペレータ要員の不足する状亨冗下にあってデータ精度の向

上を図るには操作性にイ憂れている必要がある｡この点,H-9415

VDSは,

(a)ライトペン,ABC円己列けん盤,テン キーの利用が可

能であり,用途にかなったオペレーションができる｡+

(b)画面編集機能によるカーソルの動き,フォーマット退

択,高輝度フィールド,ブリンク フィールド,アンダド

､ソト表示などはオペレータの人力操作を容易にする｡
(C)キー イン時のミスは,消込み,文字の削除及び挿入機

能によl)谷易に訂正できる｡

(d)保.穫フィールド,数千Fフィールド,けた数チェック及び

苧亨告一存の機能により,誤入力を端末側で未然に防止できる｡

以上の諸機能を有効かつ効果白くルニ活用するためのソフトウ

ェアとして,MAP/9415(両面制御プログラム)がある｡

(2)経 満仲

収り扱うデータの付加価値が低く,設荷台数が多いため経

‡角性に優れている必要がある｡

(a)H-9415VDSは,安価であr),叩設に関しても端末制

御装置当たりディ スプレイ,プリンタ合計32子‡まで,デ】

タ量に応じて1植時接続可能である｡

(b)端末制御装置から,ディ スプレイ,プリンタヘのケー

ブル長が.拉大600mまで延長でき,同一一事業所内に分散設

置可肯巨である｡,

(3)環j尭条件

設置場所は事務宅が中心となるので,その環境に適応する

必要がある｡

(a)発生一汗,発熱量が低く,信鰍性が高い｡

(b)外形がコンパクトである｡

(4)作表機能

貝反売管≡哩システムで日々に作成する帳票,レポート及び問

止繁

図3 H-9415VDS H･-9415VDSは倭れたマンマシン インタフェースを

実現するディス7pレイ端末である｡
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営業所(支店･出張所)
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庫報告
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図4 ディスプレイ端末によるデータ エントリーの概念 受注～出荷一〉売上までのデータの発生

と,処理の流れを示す｡

(干せのハード コピーを印字する機能が必要である｡)

(a)高速(165字/秒_)で印ノー}二するプリンタが接続でき,拡大

‾文字が使用できる｡

(b)画面に表示されたものを必要に応じて､オフラインで

ハード コピーできる｡

(5)通イ言機能

ディスプレイ端末は,会話処理が中心となり情報右主が多い

ため,回線上の伝送効年号を高める機能が必要である｡

(a)チャネル直結､公衆回線及び特定回線への接続を必+安

にJ応じてi彗択できる｡

(b)NULL削■サプレス,l両面アドレリシング,オンライ

ンリピート及び選択送イ言機能により,†よ送効率を上げる

ことができる｡

以上,H-9415VD Sの適用性について述べたが,二れはマ

ン マシン インタフェースを重視した見反売管理システムの某

礎であり,データ エントリーの簡易化と精度向上を実現する

ものである｡

※1) コンピュータ用語で繋輯効コードを表わし､16進数のオール ゼロ

である｡
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呵 販売管理システムへのH-9引5VDSの適用事例

6.1 H-9415VDSによる販売管理システム概要

次に代表的なH-9415VDSによる販売管即システムの概安

を,図4に鵜つ､し1て丁擬lリ1する｡

(1)一之n三/=車引1て処ユ型

得意先からのは史情報は,1キ約柄を通じ電言講で各骨=業一昨の

′壬Li_三才lし当‾胡に連結されるっ′受i主相当省は､電話を′受けると同

時に′妻子しiミ票(メモニ)を発行する｡次にH-9415VDSの会話機能

を他用し,′三才=ト票データから出荷筒析をf央左三する｡この際,

Hイ削称叶に必要f‖車があれば製品引斗与てを行なう｡在J車が不

足Lている場合は,他オナ席へr_【1樟イノく枇をするか,又は工場へ

製造イ在来頁を行なう｡すなわち,ここでの処プ型は顧零に発送すべき

駅前ーを確実に確保する｡

(2)rl絹子･戸妃送処理

イ亡ノ卓引当て後の山荷指示データにより,各地域ごとに配送

i汁担jをたて,貴通配送経曙をり亡左し,各倉庫に対しては必要

なタイ ミングで.Lゴー1荷指図乃をH-9415VD Sの高速シリアル

プリンタに山力する｡倉庫では,ピッキングリストなどで品

ぞろえを行ない,配送計画表に堪づいて内己申･配送する｡
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(3)売掛金回収処理

倉J章での出荷報告(末出荷報告)を才削司番号などをキーにし

た会話処王里で,H-9415VDSからインプットすることにより売上

計上を行なう｡これにより,各営業所に対してH-9415VDSの

プリンタに請求書を出力する｡各特約店からの入金デ】タは,

H-9415VDSよりインプ､ソトし,会計システムへと結び付ける｡

(4)問合せ処理

料力巾良票やレポートのl_Llの中から求める販売情報を探LJll

すのではなく,必要なタイ ミングに必二安な部分の情報を取得

するために間で㌢せを行なう｡

また,ホスト コンビュMタに累横された全社販売データ

ベースに対しては,必要な問合せ処ヨ璽を行なってディ スプレ

イ画面__卜に表ホし,必要な部分だけハーード コピーを要求するr,

6.2 営業所におけるH-9415VDSのイ要用例

営業所で使用きれるH-9415VDSは,営業所独白のデ【タ処

理と他部門から営業所に対する連絡情報など,同時に発生し

た複数の情報を取り扱うことになる｡

(1)H-9415VDSの画面分割

1台のH-9415VDSが受注デuタのエントリ【を行ないなが

ら倉庫からの品切れ情報などの表示を同時に処拝する｡こ?

場/告,図5に示すようにデータ エントリー領域とメッセージ

用領域に画面を分割して使用する｡

(2)メニュー【ピックアップ方土〔による′妥i主エントリー

メニュー ピ､ソクアップ方式による･受注エントリーは,メニ

ュ∽検索lロ】数を右転力少なくする｡具休1′Ⅰ(Jには得滋こ先のメニュ

ーーでは地域別,セールスマン別に,製品メニューでは品-㌢.グ

ルMプ別,アイウエオ川貞などに†古幸Rを集約しマスタ化する｡

次に図6に従って′夏日三エントリ【を説明する｡

(画面1)
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図5 画面の分割イ吏用例 性質の異なる情報を集約,統一化することに

より,オペレーション時の操作性の向上を図る｡
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図6 メニュー

ピックアップ方式

による入力例

薬品製造業における

受注データの入力を,

メニュー ピックアッ

プ方式で実施した例

である｡
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(画面3)

製品メニューから該当の項番並びに製品ごとの梱包数,数

量及び単価をキー インする｡

(画面4)

在庫引当てが可能でエラーがなし､場合･は,′受注番号を表示

し画面1へもどる｡在庫引当て不可の場合は,在庫数量を表

示し受注担当者の判断に任せる｡また,同一得意先の注文が

続く場合には,画面2へもどる(画面ステータス コードM2

を入力する)ことにより得意先メニュー ピックアップ処理を

省略することができる｡

以上で受注データ ファイルへエントリーされる｡

(3)帳票出力

1台のプリンタで褐数の帳票(伝票,問合せハードコピーな

ど)を出力するため,極力用紙の#卜け換えを少なくし,営業部

門の運用に合った形で帳票の出力を可能とする｡このため出力

データを一旦ファイルへ蓄え,要求に応じて必要な時に必要な

端末箇所のH-9415VDSより出力要求を行ない帳票を出力する｡

またこれにより,再出力,代行出力,テスト出力を可能にする｡

6.2 H-9朋5VDS適用に当たっての考慮点

H-9415VDSを,前項事例の販売管理システムに適用する

に当たって考窟した事項は,次の運用方式,人力方式及びオ

ペレーション方式である｡

6.2.1 運用方式

H-9415VD S適用に当たっては,データの特性を考▲慮して

運用方式を決定する必要がある｡

(1)台帳,カーデックス,エッジカードのマスタ化

(a)インプット工数の削盲成,データ精度向上のためにマス

タ化を図る｡

(b)インプットはメニュー ピックアップによるコードレス

インプット方式か,コード インプット方式によ りエッジ

カードを廃止する｡

(2)チェック作業の徹底

ディスプレイ画面上での目視チェック,ホスト コンビュ【

タでの論理チェック及びマスタとのマッチング チェックを即

時に行ないデータ精度の向上を図る｡

6.2.2 入力方式

H-9415VDS自身の機能とホスト コンピュータの機能とを会

話処理により結び付け,オペレーションの効率化,精度の向

上及び操作性の向上を酉己慮する必要がある｡

(1)オペレーションの効率化

(a)入力データを極力ニューメリック項目に統一し,テン

キーの活用を図る｡

(b)メニュー画面,初期画面の選択を7dログラム ファンク

ション キー(PFキー)の利用により,1アクション イン

プット化を図る｡

(c)準固定項目(伝票コード,受注箇所コード,受注年月日)

のコンピュータによる自動付加を行なう｡

(d)出荷報告,受注訂正処章里などは,旦反売データ ベース

上に既に登録i斉みのデータを利用し,インプットを行なう｡

(e)マスタ化及びコードの短縮(集約コード,端末箇所単位の

コード付けなど)によるキー インけた数の朱豆縮を図る｡

(f)キー イン後に中央よりエラー表示がある場合には,修

正専用エリアの設定(画面の分割使用)により,カーソルの

移動を少なくする｡

(g)ライト ペンの使用により,インプットの省力化,単純

化を図る｡

(h)入力帳票と画面フォーマットを同期化させ,インプッ
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ト手順を考慮した設計を行ない,誤入力の防止を図る｡

(i)受注訂正,取消しのインプットにより関連業務は自動

化し,再インプットは行なわない｡

(2)チェック作業の省力化

インプット時におけるエラーには自覚エラーがあり,これ

は直ちに訂正できるので訂正に要する工数は比較的少ない｡

しかし,無自覚エラーはオペレータのチェックを通r)抜け最

終的に誤入力される可能性が高いのでチェックには十分注意

を要する｡

(a)重点チェック項目の画面表示上の集中化を行ない,確

認の励行を図る｡

(b)エラー表示は画面上に集中しブリンク表示を行なう｡

(C)インプット フィールドの高輝度表示を行ない,目視チ

ェックを容易にする｡

(d)コード インプット方式ではヘッド部(得意先コード,

製品コードなど)入力とボディ部(数量など)入力の2段階

の会話処ヨ聾を行ない,極力エラーの場合のむだな入力を防

ぐ｡

(3)操作性の考慮

(a)画面表示とオペレーションは,関連を持たせ,全業務の

操作手順を統一し,視線の動き及び操作回数の軽減を図る｡

(b)オペレーションに必要な情報は中断しなし-ようにし,

人間の記憶に束頁る部分をなくす｡

(c)オペレータにインプット内容が正常に処理されたとい

うことを確認させるために,画面表示を考慮する(入力項

目のクリア,OKマークの出力など)｡

(d)オペレータの操作手順を誘導するカーソルの位置,画

面表示を行なう｡

6.2.3 オペレーション方式

オペレーション方式は,データ特性及び運用環境の整備の

度fナにより,専任化,非専任化を選択する｡

(1)オペレーションの専任化

データ量が多く,ルーチン化された作業で処ヲ聖のスピード

ア､ソプが要求され,入力時の責任が明確化している処王里は専

任化が望ましい(受注,入J車,出荷報告及びマスタ登録)｡

(2)オペレーションの非専任化

判断要素が多く,緊急性の高い処理は非専任化することが

望ましい(問合せ,受注訂正及び′受i主プライオリティ変更)｡

巳 結 言

消費財製造販売業における販売管理と,その適用端末の選

定及び適用性に関する考え方について,事例を加味し論及し

たが,ディスプレイ端末は販売管理用端末としての適用性を

満足できるものと言える｡

今後,ますます月反売龍争のi教化が考えられ,マーケッティ

ング機能強化の必要性が増大する｡このような環境の中で販

売データをスピーディにとらえることが企業の販売ブ舌動を有

利に展開する原動力となる｡したがって,旦反売管理システム

においてデー･タ エントリーを行なうH-9415VD Sは有力な

武器となり得る｡
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